
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



序

　可児市東部の久々利 ( 大萱地区 ) にある大萱古窯跡群は、安土桃山時代～江戸時

代初期にかけての美濃桃山陶 ( 黄瀬戸・瀬戸黒・志野・織部 ) の生産地として知ら

れ、大窯の牟田洞古窯跡と大萱窯下古窯跡、連房式登窯の弥七田古窯跡からなります。

　可児市では、大萱古窯跡群の試掘調査を行い、古窯跡群として一体的に保護する

ために国史跡指定を目指すことにしました。平成 24 年度から調査をはじめ、平成

27 年度には牟田洞古窯跡と大萱窯下古窯跡の発掘調査報告書を刊行し、本書は、弥

七田古窯跡の平成 27 ～ 28 年度に行った調査成果の一部をまとめたものです。今後

も後世に伝えるべき歴史遺産である大萱古窯跡群の保存を第一に考え、調査研究を

進めながら、近接する荒川豊蔵資料館や人間国宝荒川豊蔵の足跡とともに、「美濃桃

山陶の聖地」として整備活用していきたいと考えます。

　最後になりましたが、調査にご理解を賜りました地権者の皆様、調査を指導頂き

ました調査指導委員会の先生方、文化庁並びに関係者の皆様に、厚くお礼を申し上

げます。また、ご支援を賜りました地元の久々利及び大萱地区の皆様方にも、厚く

お礼申し上げます。

平成 30 年 3 月

可児市教育委員会

教育長　 篭橋　義朗



例　　言

１．本書は、岐阜県可児市久々利253番地1における弥七田古窯跡群（21214-04886）の保存目的の発

　　掘調査報告書である。

２．発掘調査は可児市教育委員会が主体となり、愛知学院大学が協力している。市教育委員会の調

　　査部分は長江真和が担当し、愛知学院大学調査部分は藤澤良祐が担当した。なお、愛知学院大

　　学調査部分は本書とは別に年度ごとの報告書を刊行しているため、本報告書には割愛して載せ、

　　詳細は大学が刊行する報告書に記載される。

３．調査は、平成27年度は文化庁の国庫補助金（市内遺跡発掘調査等）を受けて実施した。

４．調査期間及び調査組織は下記のとおりである。

　調査期間

　　平成27年度　8月17日～10月9日　　　平成28年度　8月15日～9月30日

　調査組織

　　　　教育長　　　　　　　　　　　　　　　　　　篭橋　義朗

　　　　教育委員会事務局長　　　　　　　　　　　　高木　美和　（平成27年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長瀬　治義　（平成28年度）

　　　　文化財課長　　　　　　　　　　　　　　　　長瀬　治義　（平成27年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川合　俊　　（平成28年度）

　　　　文化財係長　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　裕康　

　　　　歴史資産整備係長　　　　　　　　　　　　　大津　誠　　

　　　　主任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長江　真和　（調査担当）

　　　　主事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織田　真琴　

指導組織

　大萱古窯跡群調査・保存・整備指導委員会（平成25年4月1日設置）

　　榎本徹　　　　荒川豊蔵資料館特別顧問　　（委員長）

　　田口誠一　　　久々利自治連合会　　　　（副委員長）（平成27年度）

　　髙木克昌　　　久々利自治連合会　　　　（副委員長）（平成28年度）

　　藤澤良祐　　　愛知学院大学　　　　　　（副委員長）

　　赤沼多佳　　　三井記念美術館

　　福島金治　　　愛知学院大学

　　小野健吉　　　奈良文化財研究所　（平成28年度より和歌山大学）

　　伊藤嘉章　　　京都国立博物館　　（平成28年度途中より九州国立博物館）

　　平尾政幸　　　京都市埋蔵文化財研究所

　　守谷宏一　　　可児陶芸協会　　　　　　

　　林順一　　　　土岐市教育委員会



　　山内伸浩　　　多治見市教育委員会　　　　

　　加藤匡子　　　大萱組　　　　　　　　　（平成 27 年度）

　　瀧口喜久雄　　大萱組　　　　　　　　　（平成 28 年度）

５．調査参加者は下記のとおりである。

　　赤山純里　猪飼充　伊藤真央　石浜莉那　井上雄介　上田悠太　大森裕朗　大矢敬子　

　　大脇浩平　垣見太郎　糟谷貴幸　片山尚樹　勝野友陽　加藤竜生　加藤友也　川端ちえ美　

　　木藤穣　小林万容　佐藤美鈴　鈴木愛実　田浦舞衣　髙野夏姫　田口芽依　寺尾希美江　　

　　遠山哠一　田中良　中田智也　長縄憲治　西森睦月　濱崎健　半場千晴　日比野将之　

　　堀内有　本田博志　前田友子　前田真奈　松岡里奈　水野テツ子　三ツ本樹純　森まどか　

　　森村知幸　森秀人　安田彩音　山田紗希　山本駿　山本智子　脇田遼

　

６．本書の執筆は主に長江真和が担当し、第 1 章の植生調査に関連のコメントにいては、守谷啓子

　　氏に原稿を依頼、愛知学院大学調査部分である窯体部分の調査は愛知学院大学が発行する『大

　　萱古窯跡群　弥七田窯跡』の文章・図面・写真を引用し、文章については了解を得て一部編集

　　している。キャプションやレイアウト等に可能な限り整合性をとった。

　　編集は、教育委員会事務局長　長瀬治義の指導のもと長江が行った。市教育委員会の実測分は

　　長江・黒田祐規子・本田博志が行い、トレースは長江、牛田千穂が行った。市教育委員会調査

　　部分の遺構と遺物については、長江が写真撮影を行った。なお、報告書作成にあたっては、藤

　　澤良祐、森まどか、伊藤真央、髙野夏姫に多大なるご助力を頂いた。

７．磁気・レーダー探査は奈良文化財研究所に、科学分析は㈱パレオ・ラボに、地形測量業務は株

　　式会社イビソク、株式会社ユニオンに委託した。

８．遺物の図面及び写真は、口縁部や底部など土器の特徴がわかるものを選別して掲載し、小破片

　　は掲載していない。

９．現地調査及び整理作業の過程で、下記の各氏及び各機関に多大なるご指導とご協力を賜った。

　　深く感謝する。

　　（敬称・肩書略、五十音順）

　　　青山双男　荒川広一　井上喜久男　石松智子　岩月あすか　梅田裕孝　近江俊秀　小澤一弘

　　　尾野善裕　海邉博史　春日美海　加藤真司　加藤憲彦　加藤弥右衛門　亀谷文幸　黒岩達大

　　　近藤大典　齊藤基生　澤井計宏　鈴木高行　髙木典利　高橋健太郎　竹谷雅彦　立花昭　

　　　永井宏幸　中嶌茂　ナワビ矢麻　西口和彦　禰宜田佳男　服部郁　樋口雅之　平井義敏　

　　　降谷哲男　松野晶信　水野文雄　三宅末男　三浦徹大　　武藤忠司　守谷啓子　吉田喜彦　

　　　丸山組　元久々利組　可児陶芸協会　奈良文化財研究所　久々利自治連合会

10．本書に掲載した出土遺物、図面、写真は、すべて可児市教育委員会（可児郷土歴史館及び収　

　　蔵庫）で保管している。



凡　　例
１．遺物図版の縮尺は 1/3 である。

２．遺物実測図中の一点破線は施釉範囲及び推定線を示す。

３．遺物実測図中の黒塗りは鉄絵を示す。

４．遺物観察表中の（　）の数値は復元値や残存値を示す。

５．遺物番号は、本文、遺物観察表、図版、写真図版の全てに共通する。

６．愛知学院大学が刊行した報告書の図面は、可児市が一部再トレースを行い掲載し、可児市の報

　　告書の中で整合性をとっているため、線種や土層注記等で異なる部分がある。 
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－1－

科名 和名 備考 科名 和名 備考

草本 アカバナ科 オオマツヨイグサ 草本 ウラボシ科 ノキシノブ

アカネ科 ハシカグサ オシダ科 イノデモドキ

ヒメヨツバムグラ オオイタチシダ

ヘクソカズラ ベニシダ

ヤエムグラ ヤマヤブソテツ

アブラナ科 オオバタネツケバナ オトギリソウ科 コケオトギリ

タネツケバナ オトギリソウ

イグサ科 スズメノヤリ ガガイモ科 コバノカモメヅル

イネ科 アキメヒシバ カタバミ科 カタバミ

アゼガヤ

イヌビエ カニクサ科 カニクサ

エゾノサヤヌカグサ

エノコログサ カヤツリグサ科 アオスゲ

カリマタガヤ アゼスゲ

キンエノコロ カヤツリグサ

クサヨシ テンツキ

コブナグサ ハリガネスゲ

ササガヤ ヒメカンスゲ

ススキ ヒメクグ

スズメノヒエ ホタルイ

チカラシバ

チガヤ キキョウ科 タニキキョウ

チヂミザサ ツルニンジン

ヌカキビ

ハイヌメリ キク科 アメリカセンダングサ

ヒメコバンソウ イナカギク

メヒシバ オケラ 少数　群生

メリケンカルカヤ オニタビラコ

コウゾリナ

イラクサ科 カラムシ 記載なし コウヤボウキ

コアカソ コオニタビラコ

ヤマミズ コヤブタバコ

ジシバリ

ウマノスズクサ科 ウマノスズクサ 少数 シラヤマギク  
表１　大萱植生一覧（1）



－2－

科名 和名 備考 科名 和名 備考

草本 キク科 シロヨメナ 草本 トウダイグサ科 エノキグサ

セイタカアワダチソウ オオニシキソウ

セイヨウタンポポ コミカンソウ

タカサブロウ

タビラコ トクサ科 スギナ

ニガナ 少数

ノアザミ ドクダミ科 ドクダミ

ノコンギク

ノニガナ ナデシコ科 オランダミミナグサ

ノブキ ハコベ

ハハコグサ ミミナグサ

ヒメジヨオン

ヒメムカシヨモギ ナス科 ヒヨドリジョウゴ

ヒヨドリバナ

ベニバナボロギク ハエドクソウ科 ハエドクソウ

ミヤマヨメナ

ヤブタビラコ ハナヤスリ科 フユノハナワラビ

ヤブレガサ

ヨモギ バラ科 キンミズヒキ

リュウノウギク 少数 ヘビイチゴ

ヤブヘビイチゴ

キツネノマゴ科 キツネノマゴ ワレモコウ

キンポウゲ科 ウマノアシガタ ヒガンバナ科 ヒガンバナ

キツネノボタン

センニンソウ ヒメハギ科 ヒメハギ

ボタンヅル

ヒユ科 ヒカゲノイノコズチ

クワ科 クワクサ

フクロソウ科 ゲンノショウコ（白）

ゴマノハグサ科 オオイヌノフグリ

コシオガマ 少数 ブドウ科 ヤブガラシ

タチイヌノフグリ

サトイモ科 セキシヨウ ベンケイソウ科 コモチマンネングサ

マムシグサ

マメ科 アレチヌスビトハギ

シソ科 アキノタムラソウ カスマグサ

イヌトウバナ カラスノエンドウ

ウツボグサ ヌスビトハギ

オカタツナミソウ ネコハギ

カキドオシ ヤブマメ

キランソウ レンゲソウ

ジュウニヒトエ 少数

タツナミソウ ミソハギ科 ミソハギ

トウバナ

ヒメオドリコソウ ミズゴケ科 ミズゴケ

ヒメシソ

ヤマハッカ 少数 ヤマノイモ科 オニドコロ

タチドコロ

スミレ科 コスミレ ヤマノイモ

スミレ

タチツボスミレ ユリ科 アマドコロ 少数

ツボスミレ ウバユリ

ニオイタチツボスミレ シオデ

ノジスミレ ジャノヒゲ

ショウジョウバカマ

セリ科 セリ タチシオデ

チドメグサ 草本 ユリ科 チゴユリ

ノチドメ ツルボ

ミツバ ノビル

ヤブジラミ ホウチャクソウ

ヤブカンゾウ

タデ科 アキノウナギツカミ ヤブラン

イヌタデ ヤマジノホトトギス

ギシギシ

ナガバノウナギツカミ ラン科 ギンラン 少数

ハナタデ シュンラン 少数

ヒメスイバ ツチアケビ 少数

ボントクタデ ネジバナ

ミズヒキ

ミゾソバ 木本 アケビ科 アケビ

ヤノネグサ ミツバアケビ

ツユクサ科 ツユクサ イヌガヤ科 イヌガヤ  
 表２　大萱植生一覧（2）
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科名 和名 備考 科名 和名 備考

木本 イネ科 ハチク 木本 ヒノキ科 ヒノキ

モウソウチク

ブドウ科 エビヅル

イラクサ科 コアカソ ツタ

ノブドウ

ウコギ科 オカウコギ

キヅタ ブナ科 アベマキ

ハリギリ アラカシ

クヌギ 記載なし

ウルシ科 ヤマハゼ クリ

コナラ

カエデ科 イロハモミジ シラカシ

カバノキ科 アカシデ マメ科 フジ

キョウチクトウ科 テイカカズラ ミカン科 コクサギ

サンショウ

クスノキ科 ヤマコウバシ

ダンコウバイ ミズキ科 アオキ

クマノミズキ

クマツヅラ科 ムラサキシキブ ハナイカダ

ヤマボウシ

スイカヅラ科 ウグイスカグラ メギ科 ナンテン

ガマズミ

スイカズラ モクセイ科 ネズミモチ

ヒイラギ

スギ科 スギ

モクレン科 ホオノキ

ツツジ科 スノキ

ヤマツツジ モチノキ科 イヌツゲ

ツバキ科 チャ ヤブコウジ科 マンリョウ

ヒノキ ヤブコウジ

ニシキギ科 ツルマサキ ユリ科 サルトリイバラ

ツリバナ サルマメ 少数

マユミ

バラ科 エドヒガン

クサボケ

コジキイチゴ

ノイバラ

ビロードイチゴ

ミヤコイバラ

ヤマザクラ

　備考欄は2007年に発行された可児市史第4巻自然編を参考
にした。「少数」は可児市において、生育地が限られる種及び
個体数が少ない種。

 

 
表３　大萱植生一覧（3）
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番号 遺跡名称 番号 遺跡名称 番号 遺跡名称

泳宮 浅間山 号窯 久々利奥磯山 号窯跡

千村家屋敷跡 浅間山 号窯 青山磁器古窯跡

春秋園 中古窯跡 紋右衛門古窯跡

久々利城跡 奥馬坂古窯跡 由右衛門古窯跡

八坂入彦命墓 向平 号窯跡 窯坂古窯跡

大萱窯下古窯跡 向平 号窯跡 山之神古窯跡

牟田洞古窯跡 向平 号窯跡 窯ケ根古窯跡

弥七田古窯跡 向平 号窯跡 大平陶工屋敷跡

向林古窯跡 向山 号窯跡 惣助古窯跡

若林古窯跡 向山 号窯跡 清太夫古窯跡

岩ケ根古窯跡 向山 号窯跡 大平 号窯跡

牟田洞 号窯 向平 号窯跡 大平 号窯跡

牟田洞 号窯 久々利奥磯山 号窯跡 伊右衛門古窯跡

浅間古窯跡 久々利奥磯山 号窯跡 常右衛門古窯跡

浅間山 号墳 久々利奥磯山 号窯跡 大平 号窯跡

浅間山 号窯 青山北古窯跡 大平 号窯跡

浅間山 号窯 久々利奥磯山 号窯跡 久々利青山古窯跡

浅間山 号窯 西の洞 号窯跡 久々利黒岩 号窯跡

浅間山 号墳 西の洞 号窯跡 久々利黒岩 号窯跡

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４　大萱古窯跡群の周辺遺跡

1
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図４　弥七田古窯跡踏査図
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1　黒褐色土　　　　粘性弱い　しまり弱い　Φ20～30㎜の礫を含む　〔腐食土〕
2　暗褐色土　　　　粘性弱い　しまり弱い　Φ40～50㎜の礫を含む　〔遺物を含む堆積土〕
3　にぶい赤褐色土　粘性弱い　しまり弱い　Φ10～20㎜の礫を含む　〔遺物を含む天井崩落層〕
4　明褐色土　　　　粘性弱い　しまり弱い　礫を少し含む　　　　　〔1号窯左側壁の被熱部分〕
5　黒色土　　　　　粘性弱い　しまり弱い　Φ10～20㎜の礫を含む　〔1号窯左側壁〕
6　表土層
7　暗褐色　　砂質土　しまりあり　粘性弱い　Ф5～20mmの礫を少量含む〔匣鉢、細かな窯壁片混じる堆積土〕
8　暗黄灰色　砂質土　しまりあり　粘性弱い　Ф5～10mmの礫を少量含む〔窯壁、天井片を含む堆積土〕
9　黄灰色　　砂質土　しまりあり　粘性弱い　Ф5～30mmの含む〔窯壁、天井片を含む堆積土〕
10 灰色　　　砂質土　しまりあり　粘性弱い　Ф5～10mmの礫を含む〔窯壁片をほぼ含まない堆積土〕
11 暗褐色　　砂質土　しまりあり　粘性弱い　Ф5～20mmの礫を少量含む〔窯壁片をほぼ含まない堆積土〕
12 暗褐色　　砂質土　しまりあり　粘性弱い　Ф5～20mmの礫を少量含む〔窯壁、天井片を多く含む堆積土〕
13 暗灰黄色　砂質土　しまり弱い　粘性弱い　Ф5～20mmの礫を少量含む〔窯壁、天井片を少量、ヨリ輪を多く含む堆積土〕
14 褐色　　　砂質土　しまりあり　粘性弱い　Ф5～20mmの礫を少量含む〔窯壁、天井片を多く含む堆積土〕
15 黒灰色　　シルト　しまり強い　粘性弱い　Ф5mm前後の礫をわずかに含む〔窯壁、天井片をわずかに含む〕
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図５　A・G区　平面図・断面図

0 1mS=1:40
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図７　A・G区出土遺物（S=1/3）
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2　暗褐色　　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф40～50mmの礫を含む〔遺物含む〕
3　にぶい赤褐色　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф10～20mmの礫を含む〔遺物含む崩落層〕
6　暗褐色　　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф10～20mmの礫を含む〔遺物含む〕
10 黄褐色　　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф10mm程度の礫を含む

図６　B区　平面図・断面図
0 1mS=1:40

Ｂ区
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12

13

11

14 15

16

（B区）

（A・G区）

図版 写真 出土位置 器種 器高 口径
底径

高台径
釉薬 備考

愛学報告

書番号

1 A・G区 天目茶碗 7.4 12.2 4.6 鉄釉 A区とB区のベルト 1

2 A・G区 天目茶碗 7.3 12.2 4.6 鉄釉 灰流し、焼成過多、歪み大 7

3 A・G区 天目茶碗 7.1 （10.8） 4.1 鉄釉 焼成過多。全体的にゆがむ。

4 A・G区 天目茶碗 （6.9） （10.7） 鉄釉

5 A・G区 丸碗 7.5 11.7 4.7 鉄釉 灰流し 20

6 A・G区 端反碗 7.5 11.7 5.2 鉄釉 灰流し 26

7 A・G区 端反碗 7.2 11.4 4.4 鉄釉 灰流し、焼成過多、歪み大 27

8 A・G区 小杯 5.5 9.2 5.2 長石釉 41

9 A・G区 小杯 5.3 9 5.2 長石釉 42

10 A・G区 小杯 （4.6） （10.0） 長石釉

11 A・G区 小杯 （2.2） （5.2） 長石釉

12 A・G区 水滴 2.2 灰釉 31

13 A・G区 擂鉢Ⅱ 35 鉄釉 摺目12本一組 45

14 A・G区 焼台 両面に窯記号

15

3

4

10

14

15 A・G区 匣鉢蓋 2.4 14.8 天井部径（8.0）。

16 B区 端反碗 7.3 9.8 5.0 鉄釉 灰流し 25

9.0×（9.4）×3.7

※「愛学報告書番号」は藤澤2018の掲載番号を記載。

0 10㎝S=1:3
図８　A・G・B区出土遺物（S=1/3）
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1 2 3

4

5
6

7 8 9

10

13

14

11

12

図版 写真 器種 器高 口径
底径

高台径
釉薬 備考

愛学報告

書番号

1 天目茶碗 8.0 11.4 3.8 鉄釉 灰流しか、やや焼成不足、Ｄ4No.3と接合 3

2 天目茶碗 8.3 11.4 4.2 鉄釉 灰流し、やや焼成不足 4

3 丸碗 8.3 11.4 4.4 長石釉 焼成不足 11

4 丸碗 8.9 11.7 4.6 長石釉 焼成不足 12

5 丸碗 8.2 11.5 4.8 長石釉 焼成不足 13

6 丸碗 7.8 10.9 4.2 長石釉 やや焼成過多 14

7 丸碗 8.3 11.6 4.2 長石釉 焼成不足 15

8 丸碗 8.4 11.8 4.6 長石釉 やや焼成不足 16

9 丸碗 8.7 11.6 4.4 長石釉 焼成不足 17

10 丸碗 7.8 11.2 4.8 鉄釉 焼成不足 23

11 中皿 2.7 11.6 6.1 鉄釉 灰流し、焼成過多、歪みあり 35

12

1

2

3

7

11

12 中皿 3.0 12.9 6.8 鉄釉 灰流し 36

13 中皿 4.0 12.9 6.8 長石釉 焼成やや不足 37

14 平向付 4.2 15.0 6.6 長石釉 焼成やや不足 39

0 10㎝S=1:3

図10　D区出土遺物（S=1/3）
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0 1mS=1:40

1　黒褐色　　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф20 ～ 30mm の礫を含む〔腐植土〕

3　にぶい赤褐色　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф10 ～ 20mm の礫を含む〔遺物を含む〕

8　暗赤褐色　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　〔遺物を含む　2号窯 2次窯の充填土〕

9　明赤褐色　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　〔2号窯 1次窯の充填土〕
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7 98

0 10㎝S=1:3
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図 12　C-2 区出土遺物（S=1/3）

図版 写真 器種 器高 口径
底径

高台径
釉薬 備考

愛学報告

書番号

1 天目茶碗 7.3 12.2 4.6 鉄釉 灰流しか、焼成過多 2

2 丸碗 8.0 10.9 4.6 長石釉 10

3 丸碗 7.7 10.8 5.0 長石釉 焼成過多 18

4 丸碗 7.4 10.8 5.0 鉄釉 灰流し 19

5 丸碗 7.5 11.8 5.0 鉄釉 灰流し、焼成不足 21

6 丸碗 7.4 10.8 5.0 鉄釉 灰流し 22

7 端反碗 7.6 11.8 4.9 鉄釉 灰流し 24

8 端反碗 7.1 11.4 4.4 鉄釉 灰流し、歪み大 28

9 端反碗 7.4 12.0 4.9 鉄釉 灰流し 29

10 端反碗 7.2 11.4 4.4 鉄釉 灰流し、歪み大 30

11 蓋 1.9

（3.3）

4.5 灰釉 38

12 徳利 5.2 鉄釉 43

13 擂鉢 錆釉 44
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1 2

4
5

3

6

0 10㎝S=1:3

図 15　E 区出土遺物（S=1/3）

図版 写真 器種 器高 口径
底径

高台径
釉薬 備考

愛学報告

書番号

1 天目茶碗 8.0 12.7 4.5 鉄釉 灰流し、焼成良好 8

2 天目茶碗 6.9 11.7 4.4 鉄釉 灰流し、焼成良好 9

3 丸皿 2.5 12.4 6.8 長石釉 鉄絵 32

4 丸皿 2.4 12.1 8.4 長石釉 鉄絵 33

5 丸皿 2.4 12.4 6.9 長石釉 焼成不足 34

6

3

4

6 蓋 1.6 4.6 長石釉 A

0 1mS=1:40

図 14　E 区　断面図

1　黒褐色　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф20～30mmの礫を含む〔腐植土〕
2　暗褐色　　砂質土　粘性弱い　しまり強い　Ф10～20mmの礫を含む〔遺物含む〕
3　褐色　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф10～20mmの礫を含む〔遺物含む〕
4　赤褐色　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф10～20mmの礫を含む〔遺物含む焼土ブロック層〕
5　褐色　　　砂質土　粘性弱い　しまりあり　Ф50～100mmの礫を含む〔遺物含む〕
6　褐色　　　砂質土　粘性弱い　しまりあり　Ф50mm大の礫を含む
7　明赤褐色　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф10～20mmの礫を含む〔焼土ブロック層〕
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2
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187.5m



－23－

AA’

BFG C B’

D

P1

SD1

S

S

S S

192.5m

1
2

4

1 1

4

1

2 4

5

7

6

9

A’

D

A

193.0m

A

B

1

2

4

1　黒褐色　　　　　砂質土　粘性弱い　しまり弱い　Ф20～30mmの礫を含む〔腐植土〕
2　褐色　　　　　　砂質土　粘性弱い　しまり強い　〔遺物含む、淡黄色の砂岩を含む〕
3　暗褐色　　　　　砂質土　粘性あり　しまり強い　
4　暗オリーブ褐色　砂質土　粘性強い　しまり強い　
5　極暗赤褐色　　　砂質土　粘性弱い　しまりあり　Ф10～50mmの礫を少量含む
6　赤褐色　　　　　砂質土　粘性あり　しまりあり　Ф50～100mmの礫を含む〔遺物を含む〕
7　にぶい赤褐色　　砂質土　粘性強い　しまり強い　〔焼土ブロックを含む〕
8　にぶい赤褐色　　砂質土　粘性あり　しまり強い　〔50mm大の構築材を含む〕
9　明赤褐色　　　　砂質土　粘性あり　しまりあり　Ф50～100mmの礫を含む〔構築材、遺物を含む〕

192.0m

BB’

G C

9

7

6

8

S
1

W

カクラン
3

1
4 2

4

図 16　F 区　平面図・断面図

1 2

3

図版 写真 器種 器高 口径
底径

高台径
釉薬 備考

愛学報告

書番号

1 天目茶碗 8.3 12.8 4.2 鉄釉 灰流し、焼成過多 5

2 天目茶碗 8.2 11.6 4.4 鉄釉 灰流し、焼成良好 6

3

1

2

3 平向付 4.2 錆釉、長石釉 40

0 10㎝S=1:3

図 17　F 区出土遺物（S=1/3）

0 1mS=1:40
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182.0m

181.0m

182.0m1

5 

5

1
3

4
2

3

AA’

A

A’

A’’

A

A’’

1　暗褐色　　砂質土　しまり弱い　粘性あり　Ф5～20mmの礫を含む〔腐食土を含む表土層〕
2　暗黄灰色　砂質土　しまりあり　粘性あり　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔地山層〕
3　黄褐色　　砂質土　しまりあり　粘性あり　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔地山層〕
4　暗灰色　　砂質土　しまりあり  粘性あり　Ф5～30mmの礫を少量含む〔溝の堆積層か〕
5　暗褐色　　砂質土　しまりあり　粘性あり　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔部分的に黒味を帯びる地山層〕
6　黒褐色　　砂質土　しまりあり　粘性あり　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔竹の根のカクランをうける表土層〕
7　暗黄灰色　砂質土　しまりあり　粘性あり　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔遺物をわずかに含む堆積土〕
8　暗褐色　　砂質土　しまりあり　粘性あり　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔地山層〕
9  暗灰色　　砂質土　しまり弱い　粘性あり　Ф5～20mmの礫を少量含む〔表土〕
10 暗黄灰色　砂質土　しまり弱い　粘性あり　Ф5～30mmの礫を含む〔遺物をわずかに含む堆積土〕
11 黄灰色　　砂質土　しまり弱い　粘性あり　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔遺物を含む堆積土〕
12 暗黄灰色　砂質土　しまり弱い　粘性あり　Ф5～40mmの礫を少量含む〔遺物、窯道具を多く含む堆積土〕
13 黄灰色　　砂質土　しまり強い　粘性強い　Ф5mm前後の礫をわずかに含む〔地山〕
14 灰色　　  粘土層　しまりあり　粘性強い　Ф5～20mmの礫をわずかに含む〔遺物、窯道具をわずかに含む田圃土〕
15 緑灰色　  粘質土　しまり強い　粘性強い　Ф5～20mmの礫を含む〔地山〕
16 暗灰色　  粘質土　しまりあり　粘性強い　Ф5～40mmの礫を多く含む〔近現代の遺物、弥七田の窯道具をわずかに含む〕

図 18　1 トレンチ　平面・断面図

0 2mS=1:80

図 19　2 トレンチ　平面・断面図

図 20　3 トレンチ　平面・断面図

図 21　4 トレンチ　断面図

図 22　5 トレンチ　断面図

179.4m
6
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BB’

BB’

CC’

C

C’

D
D’

190.0m9
1011

12

13

178.0m

178.0m

14

15

14

16
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0 10㎝S=1:3
図 23　1 トレンチ出土遺物（S=1/3）

番号 写真 出土位置 器種 器高 口径
底径・

高台径
釉薬 備考

1 1 1トレンチ表土 向付 （3.0） 灰釉 半環足が1つ

2 1トレンチ表土 大鉢 （10.6） （1.7） 灰釉

3 1トレンチ表土 擂鉢 （4.7） （24.8） 摺目15本一組

13

14
15

16

17

18

19

20

21

0 10㎝S=1:3
図 24　3 トレンチ出土遺物 1（S=1/3）
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22

0 10㎝S=1:3
図 25　3 トレンチ出土遺物 2（S=1/3）

23

29

28

27

26

25

24

30

31

32 33 34

番号 写真 出土位置 器種 器高 口径
底径・

高台径
釉薬 備考

1 3トレンチ表土 天目茶碗 （3.6） （4.4） 鉄釉 灰流し。削り出し高台。

2 3トレンチ表土 端反碗 （13.4） （5.5） 長石釉

3 3トレンチ表土 台付向付 （1.6） 4.7 長石釉 付高台。

4 3トレンチ表土 中皿 （2.7） (6.8) 発色不良。付高台。

5 3トレンチ表採 耳付水注 （3.9） 鉄釉

6 3トレンチ表土 耳付水注 （4.3） 鉄釉

7 3トレンチ表土 茶入 （4.3） （4.1） 鉄釉 発色不良。

8 3トレンチ堆積土 天目茶碗 （12.4） 8.2 4.3 鉄釉 灰流し。削り出し高台。

9 3トレンチ堆積土 天目茶碗 （11.5） （7.2） 鉄釉

10 3トレンチ堆積土 天目茶碗 （2.2） 4.0 鉄釉

11 3トレンチ堆積土 丸碗 （11.6） 6.6 4.8 鉄釉 灰流し。付高台。

12 3トレンチ堆積土 丸碗 11.2 7.6 5.0 鉄釉 灰流し。

13 3トレンチ堆積土 丸碗 10.5 7.4 4.1 鉄釉 灰流し。高台部ややゆがむ。

14 3トレンチ堆積土 丸碗 （11.4） （5.0） 長石釉 鉄絵あり。

15 3トレンチ堆積土 丸碗 （11.6） （6.4） 長石釉

16 3トレンチ堆積土 丸碗 （14.0） （5.7） 長石釉 鉄絵あり。

17 3トレンチ堆積土 丸碗 （11.6） （4.9） 長石釉 鉄絵、銅緑釉流し。

18 3トレンチ堆積土 端反碗 （8.5） （5.5） 長石釉 鉄絵あり。

19 3トレンチ堆積土 端反碗 11.8 7.8 4.2 鉄釉 焼成やや不良。付高台。

20 3トレンチ堆積土 碗類 （3.3） 4.4 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。灰流し。

21 3トレンチ堆積土 碗類 （4.3） 4.4 長石釉 丸碗か端反碗。付高台。

22 3トレンチ堆積土 碗類 ― （3.6） 4.8 長石釉 付高台。輪トチ溶着。

23 3トレンチ堆積土 中皿 ― （1.7） (6.0) 鉄釉 灰流し。付高台。

24 3トレンチ堆積土 向付 ― （4.3） 長石釉 内面鉄絵、銅緑釉流し。

25 3トレンチ堆積土 鉢 ― （3.8） 長石釉

26 3トレンチ堆積土 鉢？ ― （2.7） 灰釉

27 3トレンチ堆積土 片口鉢 （10.8） （5.5） 鉄釉

28 3トレンチ堆積土 片口鉢 （14.0） （10.1） 鉄釉

29 3トレンチ堆積土 片口鉢 ― （4.9） (9.4) 鉄釉 輪トチ溶着。

30 3トレンチ堆積土 片口鉢 ― （5.8） （9.2） 鉄釉

31

6

8

9

11

12

13

14

15

16

18

28

31 3トレンチ堆積土 徳利 （8.3） 長石釉 鉄絵、赤楽。

32 3トレンチ堆積土 徳利 （4.8） （2.5）

33 3トレンチ堆積土 蓋 （12.4） （1.1）

34 3トレンチ堆積土 志野鉢 ― （2.0） 長石釉 大窯製品。
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0 10㎝S=1:3
図 26　4 トレンチ出土遺物（S=1/3）

0 10㎝S=1:3

図 27　物原表採遺物 1（S=1/3）

2

3

4

1

番号 写真 出土位置 器種 器高 口径
底径・

高台径
釉薬 備考

1 4トレンチ北側表採 天目茶碗 （13.2） （7.1） 鉄釉 灰流し。

2 4トレンチ付近表採 向付 （2.4） 長石釉 鉄絵あり。

3

1

2

3 4トレンチ付近表採 片口鉢 （4.2） 9.5 鉄釉

4 4トレンチ北側表採 壺 （10.2） （3.9） 無釉

1

2

4 5
6

7

10

8

9

13

14

12

11

15

16

3

1817
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0 10㎝S=1:3

図 28　物原表採遺物 2（S=1/3）
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図 29　物原表採遺物 3（S=1/3）
0 10㎝S=1:3
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0 10㎝S=1:3

図 30　物原表採遺物 4（S=1/3）
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番号 写真 器種 器高 口径 底径・
高台径 釉薬 備考 愛学掲載番号

天目茶碗 （11.5） （4.2） 鉄釉 灰流し。
天目茶碗 （11.8） 鉄釉 灰流し。
天目茶碗 （5.6） （10.6） 鉄釉 灰流し。
天目茶碗 （6.8） （11.0） 鉄釉 灰流し。
天目茶碗 （5.9） （12.5） 鉄釉 灰流し。
丸碗 （11.4） 鉄釉 灰流し。付高台。
丸碗 （12.0） 鉄釉 灰流し。発色不良。付高台。
丸碗 （6.7） （11.0） 長石釉
丸碗 （5.1） （11.6） 長石釉
丸碗 （6.8） （9.6） 長石釉 鉄絵あり。
丸碗 （5.1） （11.9） 長石釉 鉄絵あり。
丸碗 （3.9） 長石釉 鉄絵あり。
丸碗 （3.9） 長石釉 鉄絵あり。
丸碗 （4.6） 長石釉 鉄絵あり。
丸碗 （5.2） 長石釉 鉄絵あり。
丸碗 （5.9） 長石釉 鉄絵あり。
端反碗 （12.7） （4.7） 鉄釉 灰流し。付高台。
端反碗 （12.7） 鉄釉 灰流し。付高台。
端反碗 （5.0） （11.3） 鉄釉
端反碗 （5.8） 鉄釉
碗類 （2.7） （4.0） 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。
碗類 （3.8） 鉄釉 丸碗か端反碗。灰流し。削り出し高台。
碗類 （5.8） 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。灰流し。
碗類 （3.9） 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。
碗類 （2.7） 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。
碗類 （4.1） 鉄釉 丸碗か端反碗。灰流し。削り出し高台
碗類 （3.5） 鉄釉 丸碗か端反碗。灰流し。削り出し高台
碗類 （3.4） 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。
碗類 （2.9） 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。
碗類 （4.4） 鉄釉 丸碗か端反碗。削り出し高台。灰流し。
碗類 （5.3） 鉄釉 丸碗か端反碗。灰流し。付高台。
碗類 （2.6） 鉄釉 丸碗か端反碗。灰流し。付高台。
碗類 （5.4） 長石釉 丸碗か端反碗。付高台。
碗類 （6.2） 長石釉 丸碗か端反碗。発色不良。付高台。
碗類 （4.2） 長石釉 丸碗か端反碗。付高台。
小碗 （2.8） 長石釉
小杯 （5.1） （9.8） 長石釉 灰流し。付高台。
小杯 （5.8） （10.4） 長石釉 発色不良
小杯 （4.0） 長石釉
皿類 （1.7） 長石釉
皿類 （2.7） （7.8） 御深井釉
向付 （4.5） 発色不良。鉄絵あり。
向付 （3.5） （16.7） 長石釉
向付 （2.3） 灰釉 底部外面に3カ所のトチ痕。
向付 （4.4） （4.8） 鉄釉 発色不良。付高台。
鉢 （2.6） 灰釉
鉢 （2.4） 灰釉 底部外面に団子トチ。内面にピン跡。
鉢 （2.6） （5.6） 長石釉 付高台。
大鉢 （1.3） （17.0） 長石釉
片口鉢 （6.6） （14.0） 鉄釉
片口鉢 （7.2） （14.0） 鉄釉 灰流し。
片口鉢 （9.6） （15.4） 鉄釉
片口鉢 （2.1） 鉄釉 内面輪トチ痕。
片口鉢 （3.4） （9.3） 鉄釉
片口鉢 （3.2） 鉄釉 内面に輪トチ痕。
片口鉢 （5.2） 鉄釉 灰流し。
片口鉢 （6.4） 錆釉、鉄釉
片口鉢 （6.7） 鉄釉
擂鉢 （8.9） （30.4） 錆釉 摺目13本一組。
耳付水注 （2.3） （3.6） 鉄釉
耳付水注 （2.7） 鉄釉
耳付水注 （5.2） 鉄釉
耳付水注 （4.9） 鉄釉
徳利 （5.8） 鉄釉
徳利 （2.5） （4.9） 長石釉 銅緑釉流し。
茶入 （5.7） （5.1） 鉄釉 発色不良。灰流しか。

天目茶碗 鉄釉
天目茶碗 鉄釉
天目茶碗 鉄釉 灰流し
天目茶碗 鉄釉 灰流し
天目茶碗 鉄釉 灰流し、焼成不足
天目茶碗 鉄釉 灰流し、焼成過多
天目茶碗 鉄釉 灰流し
天目茶碗 鉄釉 灰流し
丸碗 長石釉 鉄絵
端反碗 鉄釉 灰流し、歪みあり
端反碗 鉄釉 灰流し、焼成不足
端反碗 鉄釉 灰流し、歪みあり
端反碗 鉄釉 灰流し、歪みあり
端反碗 鉄釉 灰流し、焼成不足
小杯 不明 焼成不足
小杯 長石釉
筒向付 （5.7）

（8.6）

（5.1）

（3.0）

（13.5）

（5.8）

（5.6）

（4.9）

長石釉 鉄絵
中皿 鉄釉 灰流し
中皿 長石釉
灯明皿 無
灯明皿 無 内面に輪ドチ付着
灯明皿 無
片口鉢 鉄釉 灰流し
片口鉢 鉄釉
擂鉢 鉄釉
擂鉢 摺目13本一組
擂鉢 鉄釉
擂鉢
擂鉢 摺目13本一組

表 5　物原表採遺物観察表　
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図 34　過去採集遺物 4（S=1/3）
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図 36　過去採集遺物 6（S=1/3）
0 10㎝S=1:3
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表 6　過去採集遺物観察表 1

番号 写真 器種 器高 口径
底径

高台径
釉薬 備考

1 天目茶碗 8.5 （11.0） 4.5 鉄釉 灰流し。

2 天目茶碗 8.1 （11.7） 4.5 鉄釉 灰流し。

3 天目茶碗 8.3 （12.0） 4.7 鉄釉 削り出し高台。

4 天目茶碗 7.5 12.5 5.2 鉄釉 発色不良。

5 天目茶碗 7.7 （12.5） 4.6 鉄釉

6 天目茶碗 7.9 （11.8） 4.7 鉄釉 底部外面にトチが溶着。

7 天目茶碗 （7.8） （4.4） 鉄釉 灰流し。

8 丸碗 7.9 （10.8） （4.3） 長石釉

9 丸碗 7.9 （11.4） 4.1 長石釉

10 丸碗 7.7 （11.8） （4.8） 長石釉

11 丸碗 7.9 （12.5） 4.7 長石釉

12 丸碗 8.8 （13.2） 6.2 御深井釉

13 丸碗 （6.6） （10.2） 長石釉 外面に他の陶器片が溶着。

14 丸碗 7.7 （11.2） （4.4） 長石釉 外面に鉄絵。

15 丸碗 8.2 （10.5） （4.1） 長石釉 外面に鉄絵。

16 丸碗 （6.3） （11.0） 長石釉 外面に鉄絵。

17 丸碗 7.3 （11.9） 4.3 長石釉 外面に鉄絵。

18 丸碗 7.7 （11.3） 4.3 鉄釉 灰流し。付高台。

19 丸碗 7.4 （11.3） 4.1 鉄釉 灰流し。

20 丸碗 8.1 （11.3） 4.5 鉄釉 灰流し。

21 丸碗 8.0 （11.5） 5 鉄釉 灰流し。

22 丸碗 7.7 （12.2） 4.6 鉄釉

23 丸碗 7.6 12.5 5.3 鉄釉 灰流し。付高台。

24 丸碗 7.8 （11.3） （4.6） 鉄釉 内外面に白泥で絵が描かれる。

25 丸碗 8.1 （12.8） （5.4） 鉄釉 内外面に白泥で絵が描かれる。

26 丸碗 7.2 （12.3） （4.8） 鉄釉

27

3

6

15

17

25

27 端反碗 7.0 （10.6） 5.2 鉄釉 付高台。

28 端反碗 7.5 （11.0） 4.6 鉄釉 付高台。底部内面に灰流し。

29 端反碗 7.3 （11.9） 4.8 鉄釉 内面に灰流し。外面に同一個体の破片が溶着。

30 端反碗 6.7 （12.2） 4.5 鉄釉 内外面に灰流し。
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番号 写真 器種 器高 口径
底径

高台径
釉薬 備考

端反碗 （11.3） （5.0） 長石釉

端反碗 （13.0） （5.7） 長石釉 内外面に円錐ピン跡。

端反碗 （10.7） 長石釉 外面に鉄絵。

端反碗 （11.2） （4.1） 長石釉 外面に鉄絵。

端反碗 （11.5） 長石釉 外面に鉄絵。

端反碗 （6.3） （11.6） 長石釉 外面に鉄絵。

端反碗 （6.5） （12.0） 長石釉 外面に鉄絵。

端反碗 （6.7） （12.3） 長石釉 外面に銅緑釉流し。外面に窯道具が一部溶着。

端反碗 （4.5） （12.4） 長石釉 外面に鉄絵。銅緑釉流し。

平碗 （12.6） （4.6） 長石釉 内面にボロ付着。

平碗 （13.6） （5.4） 長石釉

平碗 （13.1） （3.9） 長石釉 高台内面は無釉。

腰折碗 （13.2） （5.4） 長石釉 高台外面にはがれ痕あり。

腰折碗 （6.2） （12.8） 長石釉 体部外面に窯道具がわずかに溶着。

織部黒茶碗 （10.8） 鉄釉

織部黒茶碗 （7.2） 鉄釉 体部に2本の縦描が入り、内面にも線描。

織部黒茶碗 （5.5） ― 鉄釉

織部黒茶碗 （6.5） ― 鉄釉

黒織部茶碗 （6.3） ― 鉄釉 文様部分に長石釉。

黒織部茶碗 （12.4） 鉄釉 外面に長石釉が帯状にかける。

黒織部茶碗 （12.4） （5.4） 鉄釉 内外面に長石釉をかける。

黒織部茶碗 （6.4） （13.0） （4.8） 鉄釉 底部外面に窯記号。

黒織部茶碗 （6.4） （13.9） 鉄釉 文様の部分に長石釉をかける。

黒織部茶碗 （4.7） 長石釉 外面に鉄絵あり。

黒織部茶碗 （5.5） 鉄釉、長石釉 外面窓部分に鉄絵あり。

黒織部茶碗 （5.2） 鉄釉、長石釉

小杯 （8.3） 長石釉 削り出し高台。内面にボロが多く付着。

小杯 （9.7） 長石釉 底部内面に3ケ所ピン痕。高台部のトチが一部溶着。

鉄釉中皿 （12.3） 鉄釉 灰流し。内面に円錐ピン跡2ケ所、外面に円錐ピン１つ溶着し、1ケ所跡。

鉄釉中皿 （12.3） （6.1） 鉄釉 灰流し。内面に円錐ピン跡2ケ所、外面に輪トチ跡。

鉄釉中皿 （11.4） 鉄釉 口縁部外面のナデの段が明瞭。高台部外面にはがれ痕。

長石釉中皿 （10.8） （6.3） 長石釉 内面にはがし痕。

長石釉中皿 （11.7） （7.0） 長石釉 銅緑釉流し、円錐ピン跡が1ケ所。

長石釉中皿 （11.8） 長石釉 内面にピン跡が1ケ所。

端反皿 （12.5） 長石釉

菊皿 （13.8） （6.6） 御深井釉 付高台。内面に円錐ピン跡が3ケ所。

菊皿 発色不良。内面に鉄釉と銅緑釉流し。

大皿 （27.7） （19.0） 灰釉 鉄絵、内面に銅緑釉流し。外面に他の陶器片のはがし痕。

大皿 （1.7） （15.0） 長石釉 「弥七田の南の田」の札。内面に赤楽と鉄絵。

向付 10.4×（12.8） 灰釉 半環足。型打ち成形。内面に円錐ピン痕2ケ所。

鉢 （11.7） 灰釉 内面に銅緑釉流し。内面にピン痕。

鉢 （11.8） 灰釉 内面に銅緑釉流し。外面に別個体と円錐ピン1つ溶着。内面にも円錐ピン跡1ケ所。

鉢 （11.8） 灰釉 外面に別個体が溶着し、内面に円錐ピン跡3ケ所、外面に円錐ピン3つ溶着。

鉢 （12.3） 灰釉 内面に灰流し。内外面に円錐ピン溶着。

鉢 一番下（12.0） 灰釉 4個体が溶着。外面に円錐ピン跡が4ケ所。口径上から（11.6）、12.3、11.8

向付 （14.7） 灰釉 底部内面に3ケ所のピン跡あり。底部外面にピン3つ溶着。

向付 （15.5） （6.6） 灰釉 底部外面にピン跡。

向付 （16.0） （5.8） 灰釉 底部外面に円錐ピン跡2ケ所。

向付 （13.6）
上 (6.6)
 下5.8 灰釉 2個体が溶着。上の個体の底部外面に円錐ピン3つ溶着。文様は不鮮明。

向付 （5.7） （9.6） 長石釉 鉄絵後、内外面に長石釉をかけ、銅緑釉流し。

向付 （3.0） （14.5） 長石釉 鉄絵後、内外面に長石釉をかけ、銅緑釉流し。

向付 （5.0） （11.7） 長石釉 鉄絵後、内外面に長石釉をかけ、銅緑釉流し。

筒向付 （11.1） 鉄釉 灰流し。

台付向付 （5.2） ― （4.9） 長石釉 体部外面に鉄絵。

台付向付 （6.0） ― （5.1） 長石釉 体部外面に鉄絵。

輪花鉢 （6.7） （27.0） （15.2） 長石釉 内面に鉄絵。内面にボロが付着。

輪花鉢 （6.6） （28.0） （15.6） 長石釉 内面に鉄絵。内面にトチをはがした痕が2ケ所。

大鉢 （6.0） （26.0） 長石釉 内面に鉄絵。外面にはがし痕。

片口鉢 （14.6） 鉄釉 内面は鉄釉の上に灰釉。口縁部にひずみあり。

片口鉢 （15.3） （10.3） 鉄釉 内面に輪ドチが溶着。体部下半に匣鉢片が付着。

鉢 （15.0） （10.5） 長石釉 外面に鉄絵。腰部外面に匣鉢のはがし痕。

鉢 （8.3） （16.4） 長石釉 外面に鉄絵。口縁部上端にボロが付着。

壺 （5.2） （12.0） 鉄釉

水指・建水 （9.0） （15.0） 御深井釉

香合蓋 （1.5） （9.0） 長石釉 口縁部外面及び上面に鉄絵。

香合 （3.8） （8.9） 長石釉 外面に鉄絵。（蓋とあわせると絵がつながる。）

香炉 （4.9） （5.7） 発色不良。

茶入 （6.6） （4.0） 鉄釉 肩部径（6.2）。内面全面、外面は胴部下半まで施釉。

茶入 （4.5） （3.6） 鉄釉 胴部最大径（6.5）。外面全面、内面は後円部のみ施釉。

茶入 （4.1） （3.0） 鉄釉 胴部最大径（6.3）。外面及び内面口縁部のみ施釉。

茶入 （3.0） （2.７） 鉄釉 胴部最大径（5.7）。外面及び内面口縁部のみ施釉。

茶入 （2.0） （2.8） 鉄釉 胴部最大径（5.5）。外面及び内面口縁部のみ施釉。

茶入 （3.4） 鉄釉 胴部最大径（5.8）。外面及び内面口縁部のみ施釉。

茶入 （3.1） 鉄釉 胴部最大径（6.0）。外面及び内面口縁部のみ施釉。

茶入 （8.0） ― （3.5） 鉄釉 鉄釉の上に灰釉流し。底部内面に破片と釉薬が付着。

茶入 （2.7） （3.2） 鉄釉 胴部最大径（5.5）。内外面ともに施釉。

茶入 （6.1） ― （4.5） 鉄釉 底部外面に回転糸切痕。外面にわずかにボロが付着。

蓋 長石釉 受部径7.2。底部内面に回転糸切痕。外面にボロと自然釉が付着。

蓋 ― 長石釉 受部径（7.5）。志野織部。外面に鉄絵。

蓋 （1.0） （5.3） 長石釉 受部径（6.1）。銅緑釉流し。

灯明具蓋 （1.7） （6.0） 長石釉 受部径（8.4）。外面に鉄絵が描かれる。外面にボロが一部付着。

灯明具蓋 （3.2） （4.8） 長石釉 志野織部。外面に鉄絵。

灯明具 （8.8） 長石釉 志野織部。外面に鉄絵。

瀬戸黒茶碗？ （6.4） （11.3） 鉄釉

黄瀬戸向付 （8.0） （9.9） 灰釉 外面に線刻と胆礬あり。「弥七田南西ノ田」の札。

志野向付 （2.0） 長石釉 内面にピンの痕が2ケ所。

匣鉢蓋 （13.7） 天井部径6.9。天井部に回転糸切痕。内面に窯記号。

匣鉢蓋 天井部径6.6。天井部に回転糸切痕。内面に窯記号。御深井釉と鉄釉が付着。

焼台 上面6.2。上面に窯記号。

焼台 上面7.7×8.2。上面に窯記号。

7.2×7.2×4.2

9.0×9.6×4.9

表７　過去採集遺物観察表２
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図38　磁気探査成果（広域：測定間隔1m）

図37　磁気探査作業風景
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図39　磁気探査成果（広域：測定間隔±0.5ｍ）
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図41　電磁探査成果（左：inphase 右：Conductivity　上段：0.5m　中段：1.0m　下段：1.8m）
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釉擂鉢

種別 絵・色釉 出土地点

長石釉
丸碗

窯東側表採

長石釉
丸碗

窯東側表採

長石釉
丸碗

窯東側表採

長石釉
丸碗

外面絵有り
(褐色)

窯西側表採

長石釉
丸碗

外面絵有り
(褐色)

3トレンチ
付近表採

長石釉
丸碗

内外面絵有り
(外面褐色、内面
緑釉たらしかけ)

3トレンチ
堆積土中

灰釉鉢
3トレンチ
堆積土中

灰釉鉢
内面緑釉
たらしかけ

3トレンチ
堆積土中

志野織部
皿

上面絵有り
(褐色)

3トレンチ
堆積土中

鉄釉丸碗 こげ茶～飴色
窯東側表採

鉄釉丸碗
赤褐～橙色
一部黒色

窯東側表採

鉄釉丸碗
赤褐～橙色
一部黒色

窯東側表採

鉄釉丸碗
橙色
一部黒色

窯東側表採

鉄釉丸碗 橙色
窯東側表採

鉄釉丸碗
灰褐色艶消し
内面絵有り
（白色）

窯東側表採

鉄釉丸碗
灰褐色艶消し
内外面絵有り
（白色）

窯東側表採

鉄釉丸碗
暗灰色艶消し
内外面絵有り
（白色）

窯東側表採

赤褐色
窯西側表採

表８　分析対象
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― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ―

地 ― ― ― ―

褐 ― ―

地 ― ― ― ―

褐 ― ― ― ― ― ―

地 ― ― ― ― ―

褐 ― ― ―

緑 ― ― ―

― ― ― ― ―

地 ― ― ― ― ―

緑 ― ― ― ―

地 ― ― ― ―

褐 ― ― ― ― ―

― ― ―

地 ― ― ― ―

黒 ― ― ―

地 ― ― ― ―

黒 ― ― ― ―

地 ― ― ― ―

黒 ― ― ― ―

― ― ― ―

地 ― ― ― ―

白 ― ― ―

地 ― ― ―

白 ― ― ―

地 ― ― ―

白 ― ― ― ―

― ―

長石釉丸碗

表10　釉薬の蛍光X線半定量分析結果（mass%）
種別

長石釉丸碗

長石釉丸
碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

長石釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

灰釉鉢

志野織部
皿

灰釉鉢

長石釉丸
碗

長石釉丸
碗

鉄釉丸碗

錆釉擂鉢

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

長石釉丸碗

長石釉丸碗

長石釉丸碗

長石釉丸碗

長石釉丸碗

長石釉丸碗

灰釉鉢

灰釉鉢

志野織部皿

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

鉄釉丸碗

錆釉擂鉢

出土
地点

最小値

最大値

表９　胎土の蛍光X線分析結果（mass%）

種別
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2

3
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5

7

8

9

10･12
  ･14
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15

16

17
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0.005

0.010

0.015

0.020

0.025

MnO(%)

① ② ③ ④ ⑤

1･2
3

4
5

6

7･89

10

11

12･15

13

14

16

17

18

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

Fe2O3(%)

① ② ③ ④ ⑤

1
2

3

4

5
6

7
8

9
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0

20

40

60

80

100

120

140

160

Rb(ppm)

① ② ③ ④ ⑤

1
2

3 4
5

6

7
8

9

10

11･13

12
14

15

16

17

18

0

20
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① ② ③ ④ ⑤

①：碗（長石釉）

②：志野織部

③：鉢向付

④：丸碗（鉄釉）

⑤：擂鉢（錆釉）

図 42　器種ごとの胎土の各元素分布図
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図○　分析対象の陶器と資料採取位置（1）〔数字は分析No.〕図43　分析対象の陶器と試料採取位置（1）〔数字は分析No.〕
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図○　分析対象の陶器と資料採取位置（2）〔数字は分析No.〕
図44　分析対象の陶器と試料採取位置（2）〔数字は分析No.〕
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大分類 中分類 小分類 Ａ・G区 Ｂ区 Ｃ-2区 Ｄ区 Ｅ区 Ｆ区
Ａ類
Ｂ類
小天目
不明
Ａ類
Ｂ類
不明※
Ａ類
Ｂ類
不明
長石釉

長石釉小杯
鉄釉碗類
長石釉碗類
黒織部

小　　計
鉄釉中皿 Ｂ類
長石釉中皿 Ａ類
丸皿
御深井菊皿
御深井向付類
織部向付類
灰釉鉢類
鼠志野向付

小　　計
鉄釉擂鉢
鉄釉片口

小　　計
鉄釉徳利
鉄釉耳付水注
灰釉水注蓋
灰釉水滴
無釉灯明皿
茶入
不明

小　　計

物原部分出土遺物
大分類 中分類 小分類 1トレンチ 2トレンチ 3トレンチ 4トレンチ 表採

Ａ類
Ｂ類
小天目
不明
Ａ類
Ｂ類
不明※
Ａ類
Ｂ類
不明
長石釉

長石釉小杯
鉄釉碗類
長石釉碗類
織部黒

小　　計
鉄釉中皿 Ｂ類
長石釉中皿 Ａ類
鉄釉端反皿
灰釉折縁皿
丸皿
御深井菊皿
御深井向付類
織部向付類
長灰釉鉢類
鼠志野向付

小　　計
鉄釉擂鉢
鉄釉片口

小　　計
鉄釉徳利
長石釉徳利
鉄釉耳付水注
灰釉水注蓋
灰釉水滴
無釉灯明皿
茶入
煙管
志野
不明

小　　計

合　　　計

窯跡部分出土遺物計測表
合　　計

調理鉢

中皿・向付
類

その他

天目茶碗

丸碗

碗類
端反碗

小　　計

碗類

天目茶碗

丸碗

端反碗

調理鉢

中皿・向付
類

その他

合　　　計

表11　出土遺物一覧表
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柱

焼台（跡）

石

赤色被熱

赤色被熱

剥がれている
部分

床面

地山

窯壁

木

木

窯壁

柱穴

石

石

石
石

石

石

柱穴

柱穴（？）

石

石

石

石

2次床面の裏

窯壁

窯壁

窯壁

カクラン

2次床面の裏

匣

匣

1 次床面の裏

窯壁

石
石

石

石

石

石

石

石

石

石

1号窯
床面

石

石

石

裏込め

窯壁

砂岩の岩盤

溝

弥七田古窯跡　調査区図面（S=1/100）

D区

E区

F区

G区

1号窯
2号窯

1室

2室

3室

4室

5室

6室

7室

8室

9室

1部屋

2部屋

燃焼室
3部屋

4部屋

5部屋

図45　弥七田古窯跡　調査区図面（S=1/100）
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1号窯 長さ 幅 床面傾斜 2号窯 長さ 幅 床面傾斜
燃焼室 （1.7） （2.7） 14～15° 第1部屋 不明 不明 ―
第1室 （1.6） （2.7） ― 第2部屋 （1.9） （2.1） ―
第2室 （1.6） （2.8） ― 第3部屋 （2.6） （2.0） 24～25°
第3室 （1.6） （2.6） 約30° 第4部屋 （1.8） （2.1） 約22°
第4室 20～25° 第5部屋 （1.6） （2.2） 約15°
第5室 （2.5） 25～27°
第6室 （2.4） 20～25°
第7室 （2.4） 20～25°
第8室 約30°
第9室 （2.5） 20～24°

表12　各部屋の大きさ推定表
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大萱地区

美　　　　　　濃　　　　　　窯

久尻地区

穴田２号窯1次窯（E１）

穴田２号窯４次窯（Ｅ２）
穴田１号窯（Ｄ２）

窯元Ａ１窯

赤津地区（大窯）

赤津Ｂ窯

瀬　　　　　　戸　　　　　　窯

赤津地区（連房）

サカイ窯
瓶子２号窯（Ｅ３）

窯元Ａ２窯

瓶子１号窯（Ｆ２）

田ノ尻窯（Ｄ１）

東洞３号窯
西洞２号窯（Ｂ）

弥七田２号窯（C１）

大川東３号窯（Ｄ２）

西洞３号窯（Ｃ１）
東洞２号窯（Ｃ２）

第
２
小
期

第
３
小
期

第
４
小
期

（
以
降

）

元屋敷窯（Ａ１）
窯ヶ根４号窯（Ａ２）

清安寺窯（Ｃ１）
（隠居表２号窯）

八幡窯
窯ヶ根１号窯５面

（Ｄ２類）

窯ヶ根１号窯１面
（Ｄ３）

第
１
小

期
前
半

土岐川以北

弥七田１号窯（Ｆ１）

定林寺地区

土岐川以南東部

上水野地区

第

小

期
後
半

時期

地域

表13　連房式登窯導入期における窯体構造の変遷（森　2018より転載）
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分炎柱

小分炎柱
分炎柱と天井支柱が合わさる。

牟田洞・大萱窯下 弥七田 1号

天井支柱

弥七田 2号

有段斜狭間構造となる。

図46　大窯から弥七田へ構造変遷概念図
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